
公立大学法人    都留文科大学 

 

第 14 回教育研究審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 23 年 12 月 7 日（水） 

場 所：本部棟 3階大会議室 

出席者：加藤祐三学長、高田理孝副学長、福田誠治副学長、椎廣行事務局長 

大平栄子学長補佐、清水雅彦学長補佐、阿毛久芳大学院研究科委員長、鶴田清司初等教育学科長 

新保祐司国文学科長、儀部直樹英文学科長、進藤兵社会学科長、大辻千恵子比較文化学科長 

杉本光司地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、稲垣孝博外国語教育ｾﾝﾀｰ長、重原達也学生課長、相川泰総務課長 

欠席者：田中一利理事 

 

■挨拶 

加藤学長よりあいさつ 

 

議  事 

 

（1）国文学科専任教員の採用について 

 ○担当より説明、審議の結果、事務局内で 2週間人事資料の閲覧を行い、次回の教育研究審議会にて

投票。 

（国語学：教授） 

 （国文学：准教授） 

 

（2）平成 24 年度非常勤講師（初等教育学科：国語教材研究（書写を含む）C、日本語・日本文学概論

（書写を含む）A、日本語・日本文学概論（書写を含む）B、教科教育特別演習Ⅰ）提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

  

（3）平成 24 年度非常勤講師（国文学科：3件）採用の発議について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・国語学テーマ研究Ⅱ/国語学テーマ研究Ⅳ/古典解釈基礎/国語学文献講読Ⅱ 

 ・海外における日本文学研究 

 ・メディア論 

 

（4）平成 24 年度非常勤講師（社会学科：4件）採用の発議について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・社会科教育法 

 ・社会教育計画Ⅰ/社会教育計画Ⅱ 

 ・公民科教育法 

 ・地域社会論Ⅱ 

 



（5）平成 24 年度非常勤講師（共通教育）採用の発議について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・社会教育演習 

 

（6）平成 24 年度非常勤講師（外国語教育研究センター）採用の発議・公募について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・今年度は 3人の教員に 1コマずつお願いをしていた。（そのうち 2人は、比較文化学科の非常勤講

師。次年度からは比較文化学科の授業に専念して欲しいと考えている。） 

  また、次年度からは、1人の非常勤講師に 2コマお願いしたいと考えている。外国語教育研究セン

ターは、学科に属さないため非常勤講師を探すのが他学科より困難なため、今回は公募という形で

授業をお願いする教員を探したい。 

 ・韓国朝鮮語基礎Ⅰ(初級)/韓国朝鮮語基礎Ⅱ(初級)/韓国朝鮮語講読Ⅰ(中級)/韓国朝鮮語講読Ⅱ(中

級) 

 

（7）平成 24 年度大学院非常勤講師採用の発議について 

  ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

  ・日本語学演習Ⅰ 

 

（8）平成 23 年度非常勤講師授業担当科目の取消し・更新について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

   

（9）平成 24 年度非常勤講師授業担当科目の更新について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 

(10) 教職実践演習の実施に係るクラス増について 

 ○担当より説明、審議の結果、この案を詰めていく方向で進めていく。 

・「学校参加」の増コマについて各学科の協力が得られるか。３コマ増になるが、１コマは初等教育

学科で行う。残りの２コマを国文学科、英文学科、社会学科により協力していただけるか。（社会

学科は、協力する回答があり、国文、英文学科は検討中なので後日返答。） 

 

(11) カナダ・SFU(サイモンフレーザー大学)で学ぶカナダの教師教育プログラムについて 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・今後は、本学の正式な海外研修プログラムとして位置づけるとともに、SFU 側と協議しながら、小

学校教員養成プログラムの一環としての特色を意識した、独自のプログラムを作っていこうと考え

ている。 

 

(12) 都留文科大学教員採用選考内規の改正（案）について 

 ○担当より説明、審議の結果、次回の教育研究審議会にて再提案。 

 

(13) プロジェクトＡ：前期日程への定員移動の可能性について 

 ○担当より資料 13 に基づき説明。 

 ・初等教育学科、国文学科さらに過去２年間平均が２倍近くなった英文学科（ＡＯ創設の影響）の３

学科のみに、拡大の可能性があると言いえる。 



 

(14) 米国ラトガーズ大学との交換留学協定の締結について 

 ○担当より説明、審議の結果、今後具体的に交換留学協定を進めていく。 

 

(15) 新カリキュラムでの「ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ」、「ビジネス英語Ⅲ・Ⅳ」の開設と 2012 年度からの「ビ

ジネス英語Ⅰ・Ⅱ」の開講について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 

 

3 報    告 

（1）その他 

○担当より大学院資格審査について 

・臨床教育実践学専攻 1件、国文学専攻 1件、英語英米文学専攻 1件、社会学地域社会研究選考 2件、

比較文化専攻 1件の資格審査を行っている。 

  

○担当より防災関連の授業について 

 ・学長より｢防災関連授業を新規に設けていただきたい｣という申出により、｢防災概論｣を全学生に受

講できるよう検討を進めているが、教養科目に置くことが望ましい。また、教養カリキュラム委員会

に依頼を受けたといくことでよいのか。増コマにもなるので確認をさせていただきたい。 

 （防災関連科目について、着手し検討を進めていくことで合意。） 

 

 


